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平
成
19
年
度
　
予
算
概
要

平
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九
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般
会
計
当
初
予
算
の
特
徴
は
、
合
併
後
三
年
目
を
迎
え
、「
水
と

緑
の
大
地
　
田
園
空
間
都
市
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将
来
像
と
す
る
第
五
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す

る
年
で
あ
る
た
め
、
そ
の
着
実
な
推
進
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
市
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生
活
に
直
結
す
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予
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優
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に
確
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す
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と
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よ
り
、
今
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政
構

造
の
改
善
と
持
続
可
能
な
財
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運
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の
維
持
に
最
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重
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置
い
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し
た
も

の
で
す
。
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会計区分
一般会計
特別会計
国民健康保険特別会計
老人保健特別会計
介護保険特別会計
簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
温泉事業特別会計

水道事業会計
合計

21,405
17,946
6,234
5,247
3,266
500

2,039
368
292
776

40,127

22,269
17,422
5,436
5,633
3,132
520

2,170
241
290
747

40,438

△864
524
798

△386
134
△20
△131
127
2
29

△311 

△3.9
3.0 
14.7
△6.9
4.3

△3.8
△6.0
52.7
0.7
3.9

△0.8 

本年度予算額 前年度当初予算額 比較増減 比較増減率

一人当たり約391,087円

議会費

4,388円
民生費

73,990円
農林水産業費

28,439円
土木費

40,095円
教育費

58,209円
その他

2,175円

総務費

47,802円
衛生費

53,992円
商工費

9,274円
消防費

16,564円
公債費

56,159円

３月末日現在の人口
54,732人

市民一人当たりでみた一般会計予算歳出
市民一人当たり
約39万円

国民健康保険、老人
保健、介護保険、簡
易水道、下水道、農
業集落排水、温泉

平成19年度予算概要総括表
(単位：百万円/％)

財
政
課
財
政
係
1
内
線
３
２
６
２
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予算を一家の家計に例えてみました。

※上の表は、市の一般会計当初予算を一家の家計に例えたもので、市税や地方交付税などの財源を年収600
万円ベース(平均月収50万円)として計算しています

※１カ月の支出をまかなうために、月収に親からの支援を加えても不足するため、借金や預貯金の取り崩しに
頼らざるを得ない状況です

※平成15年度は沼田市のみ、平成16年度からは合併後の数値です
(平成17年２月13日、旧白沢村・旧利根村と合併)

平成19年度末の市債の残高見込み額を市民一人当たりにすると、約45万円の借金があることになります。

同じく基金残高見込み額を市民１人当たりにすると、約５万円の貯金になります。５万円の貯金を持つ人が

45万円の借金をしていることになる市の家計は、非常に厳しい状況といえます。今後、財政構造の立て直し

を図っていくために、さらに、一段と踏み込んだ行財政改革を断行していく必要があります。

収　　　入
沼　田　市

市税、地方交付税など　　　　　　150億円　　　　　　月収(給与など) 500,000円

国・県支出金　　　　　　　　　　 21億円　　　　　　親からの支援など　　　　 70,000円

市債　　　　　　　　　　　　　　 21億円　　　　　　借金　　　　　　　　　　 70,000円

繰入金　　　　　　　　　　　　　 22億円　　　　　　預貯金の取り崩し　　　　 73,300円

計　　　　　　　　　　　　　　　214億円　　　　　　計　　　　　　　　　　　 713,300円

家　　　計

支　　　出
沼　田　市

人件費　　　　　　　　　　　　　 45億円　　　　　　食費　　　　　　　　　　 150,000円

投資的経費・維持補修費　　　　　 22億円　　　　　　自宅の増改築・修繕費　　 73,300円

扶助費　　　　　　　　　　　　　 23億円　　　　　　家族の医療費・学費など　 76,700円

公債費　　　　　　　　　　　　　 31億円　　　　　　借金の返済　　　　　　　 103,300円

補助費等・投資・貸付金　　　　　 33億円　　　　　　交際費など　　　　　　　 110,000円

繰出金　　　　　　　　　　　　　 25億円　　　　　　子どもへの仕送りなど　　 83,300円

積立金　　　　　　　　　　　　　　 2億円　　　　　　預貯金の積立て　　　　　　 6,700円

物件費など　　　　　　　　　　　 33億円　　　　　　光熱水費など　　　　　　 110,000円

計　　　　　　　　　　　　　　　214億円　　　　　　計　　　　　　　　　　　 713,300円

家　　　計

市債残高（市の借金）
(単位：億円)

300

250

200

150

100

50

0
H15 H16 H17 H18

見込み
H19
見込み

基金残高（市の貯金）

60

50

40

30

21

10

0
H15 H16 H17 H18

見込み
H19
見込み

(単位：億円)

195

258 256 250 246

24

48
42

34
25



広報ぬまた 平成19年５月１日

(仮称)利南運動広場整備事業 4億6,954万円
小・中学校耐震診断・耐震補強事業 6,196万円
利南公民館改修工事 4,050万円
陸上競技場改修事業 1,081万円
芸術文化交流都市連携事業 41万円
下田市姉妹都市交流事業 79万円
準市民交流事業 230万円
地域間交流事業 116万円
国際交流事業 341万円
市民交流推進事業 92万円
スクールバス購入事業(利根町教育支所) 700万円
外国語指導助手設置事業 2,227万円
算数・数学教育推進事業 10万円
奨学資金貸付事業 1,000万円
私立幼稚園運営費補助事業 504万円
生涯学習推進費 889万円
柳波賞事業 271万円
中央公民館事業(教室・学級事業など) 2,779万円
(仮称)奈良古墳公園整備事業 4,315万円
郷土史等資料整理保存事業 147万円
市民体育館改修事業 2,070万円

知的障害者施設訓練等支援事業 2億7,421万円
児童扶養手当支給管理事業 2億1,463万円
健康診査事業 1億3,853万円
地域活動支援センター事業 2,956万円
放課後児童育成委託事業 2,443万円
敬老会事業 2,159万円
敬老バスカード助成事業 2,108万円
ふれあい福祉センター管理運営事業 2,570万円
介護予防サービス計画作成事業 2,958万円
身体障害者施設訓練等支援事業 6,838万円
障害者相談支援事業 842万円
コミュニケーション支援事業 31万円
移動支援事業 116万円
児童手当支給管理事業 247万円
出産祝金支給事業 1,600万円
保育充実促進事業 1,342万円
保育所地域活動事業 100万円
ファミリー・サポート・センター事業 466万円
予防接種事業 6,389万円
不妊治療費助成事業 250万円
２歳児歯科保健事業 56万円
地域保健活動事業 206万円
健康教育事業 116万円
がん検診事業 4,121万円
群馬県後期高齢者医療事業 1,201万円

廃棄物再生利用推進事業 5,137万円
城堀川緑地整備事業 1,583万円
有価物集団回収奨励事業 1,300万円
ハイドロバレー計画調査事業 100万円
環境啓発事業 80万円

ひとを育み文化を育むまちづくり

元気で安心して暮らせるまちづくり

自然にやさしくひとにやさしいまちづくり

第五次総合計画を推進するため、平成19年度の当
初予算を特徴づける主な事業とその予算額を紹介
します。

44444444444444444

沼田駅前

沼田駅前

沼田駅前

沼田駅前

沼田駅前

沼田駅前

沼田駅前

沼田駅前

沼田駅前

沼田駅前
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基幹道路改良事業(沼田川田線など) 2億2,784万円
中心市街地土地区画整理事業 1億3,880万円
防災システム整備事業 6,416万円
沼田駅前広場整備事業 2,676万円
住宅・建築物耐震改修等事業 340万円
防犯対策事業 936万円
市町村乗合バス運行事業 6,552万円
乗合タクシー試行運行事業 1,247万円
市道こんぴら線道路改良事業 37万円
３・３・１環状線(栄町工区)事業 9,043万円
中心市街地街なか再生関連推進事業 1,732万円
やさしさ・にぎわいの核整備事業 234万円
住宅用防災警報器等設置事業 368万円
広域消防費負担事業 6億4,134万円
40m3級防火水槽新設事業 1741万円
消防団機械器具置場等整備事業 1,648万円
小型動力ポンプ付積載車整備事業(利根町振興局) 2,216万円

県営畑地帯総合土地改良事業　沼須地区 1億0,190万円
田園空間整備事業(佐山・白沢・利根南部地区) 8,075万円
(仮称)ふれあいの森整備事業 5,902万円
小規模土地改良事業(寺久保・宇楚井・栗生地区) 3,002万円
有害鳥獣捕獲事業 1,476万円
雇用支援対策事業 246万円
勤労者住宅建設資金預託事業 1,674万円
勤労者生活資金預託事業 3,748万円
農業振興地域整備計画管理事業 574万円
農業農村応援事業 811万円
畜産振興対策事業 246万円
ふるさと農道緊急整備事業　沼田北部地区 631万円
ふるさと農道緊急整備事業　広瀬・上沢地区 3,601万円
農道整備事業　駒寄追貝原地区 5,986万円
ため池等整備事業　沼田平土地改良区 3,553万円
赤城西麓土地改良事業 6,492万円
中山間地域等直接支払事業 3,777万円
農地・水・農村環境向上対策事業 360万円
森林整備事業(利根町振興局) 1,599万円
市民植樹祭事業 249万円
林道改良事業　石戸線 402万円
林道改良事業　青木輪久原線 9,526万円
イベント開催事業 786万円
商店街活性化対策補助事業 574万円
首都圏物産宣伝事業 30万円
横塚生品農工地区整備事業 367万円
産学連携支援事業 119万円
制度融資保証料補助事業 1,379万円
制度融資代位弁済補填事業 2,100万円
制度融資預託事業 1億5,000万円
観光施設維持管理事業(利根町振興局) 883万円
玉原高原内諸施設維持管理事業 1,060万円
道の駅管理運営事業(白沢町振興局) 1,218万円

行政情報化推進事業 7,212万円
｢広報ぬまた｣発行事業 1,000万円
市民協働によるまちづくり事業 150万円
地域協議会運営事業 63万円
市民協働推進事業 47万円
文書管理改善事業 210万円
沼田エフエム放送活用事業 569万円
ホームページ運営事業 208万円
収納管理事業 6,527万円

活力を創造するまちづくり

安心安全で機能的なまちづくり

みんなで築く地域の多様性を生かしたまちづくり

主な事業を
紹介します

ご利用ください！ご利用ください！ご利用ください！ご利用ください！ご利用ください！ご利用ください！ご利用ください！ご利用ください！ご利用ください！ご利用ください！ご利用ください！ご利用ください！ご利用ください！ご利用ください！ご利用ください！ご利用ください！ご利用ください！

沼田駅前

沼田駅前

沼田駅前

沼田駅前

夜間小児救急診療室
と

休日急患診療所
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広報ぬまた 平成19年５月１日

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
道
路
や

河
川
の
整
備
、
国
や
県
、
市
町
村
の

業
務
や
特
殊
法
人
の
業
務
に
苦
情
や

意
見
、
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
、
民
間
の
有
識
者
で

す
。
行
政
機
関
や
公
団
な
ど
の
特
殊

法
人
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
対
す
る

苦
情
や
意
見
、
要
望
を
住
民
か
ら
受

け
、問
題
解
決
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
特
設
日
以
外
で
も
、
口
頭

や
電
話
、
手
紙
な
ど
に
よ
り
、
随
時

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
特
設
相
談
所

と
き

５
月
24
日(

木)
・
25
日(

金)

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

と
こ
ろ

市
役
所
東
原
庁
舎
２
階
会

議
室

●
行
政
相
談
委
員

○
千
吉
良
直
太
さ
ん(

東
原
新
町
１

７
８
０
―

３)

1

２
６
７
６

○
小
林
三
造
さ
ん(

利
根
町
平
川
２

４
８
０)

1

３
０
６
０

○
角
田
克
之
さ
ん(

白
沢
町
尾
合
６

１
８
―

１)

1

２
５
５
０

○
後
藤
純
子
さ
ん(

坊
新
田
町
１
２

６
３
―

１
１)

1

２
７
２
２

詳
し
い
こ
と
は
、
生
活
課
市
民
生

活
係
1
内
線
７
７
３
５
１
へ
。

四
月
二
十
九
日
任
期
満
了
に
よ
る

群
馬
県
議
会
議
員
選
挙
が
、
三
月
三

十
日
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

金
子
浩
隆
氏(

46
歳
・
榛
名
町
＝

自
由
民
主
党)

の
ほ
か
に
立
候
補
の

届
け
出
が
な
か
っ
た
た
め
、
四
月
九

日
に
行
わ
れ
た
選
挙
会
に
お
い
て
無

投
票
で
当
選
が
決
定
し
ま
し
た
。

選
挙
会
終
了
後
、
当
選
証
書
付
与

式
が
行
わ
れ
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

の
植
村
委
員
長
か
ら
金
子
浩
隆
氏
に

当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
い
こ
と
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
1
内
線
３
２
１
７
へ
。

５月21日(月)～27日(日)

春の行政相談強調週間

特設行政相談所を開設

群
馬
県
議
会
議
員
選
挙

無
投
票
で

金
子
浩
隆
氏
が
当
選

情報公開条例実施状況

請求件数

１

区　分

不服申し立て件数 却　下

０

請 求 件 数
区　分
開　　示
訂　　正
利用停止
合　　計

件　数
２
０
０
２

開　示
２

２

部分開示 非開示
処 理 状 況

認　容
全部 一部 棄　却 取り下げ 審理中

公　開
閲覧のみ 閲覧と写しの交付 写しの交付のみ

１ １
視　聴 合　計

公開決定 非公開等の決定
一部非公開 非公開 拒　否

１

平成18年４月１日から平成19年３月31日までの実施状況を次のとお
りお知らせします。

個人情報保護条例実施状況
平成18年４月１日から平成19年３月31日までの個人情報保護条例の

実施状況を次のとおりお知らせします。

平成18年分市長の資産公開
｢沼田市長の資産等の公開に関する条例｣の規定により資産等補充報告

書、所得等報告書および関連会社等報告書の閲覧を次のとおり行います。
閲覧開始 ５月11日(金)から
閲覧時間 土・日曜日、祝日を除く午前８時30分から午後０時15分。
午後１時から５時15分まで

閲覧場所 総務課行政係
詳しいことは、同係1内線３２１２へ。

○個人情報取り扱い事務の登録件数
８７０件(平成19年３月31日現在)

○請求件数および処理状況

○公開請求件数および決定状況

○行政情報の公開の実施状況

○不服申し立て件数および処理状況



春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
重
点
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

子
ど
も
や
高
齢
者
が
い
る
家
庭
で

は
、
通
り
慣
れ
た
道
路
で
も
、
し
っ

か
り
安
全
確
認
を
す
る
よ
う
に
呼
び

掛
け
て
、
家
族
を
交
通
事
故
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
の
危
険
性
と
反
社
会
性

を
認
識
し
、
飲
酒
運
転
を
絶
対
に
し

な
い
、
さ
せ
な
い
堅
い
決
意
を
持
ち

ま
し
ょ
う
。

自
転
車
の
事
故
で
最
も
多
い
の

は
、一
時
不
停
止
に
よ
る
も
の
で
す
。

「
止
ま
れ
」の
標
識
が
あ
る
と
こ
ろ
で

は
も
ち
ろ
ん
、
広
い
道
路
に
出
る
と

き
な
ど
も
、
必
ず
い
っ
た
ん
止
ま
っ

て
左
右
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

万
が
一
の
と
き
に
命
を
守
る
大
切

な
も
の
で
す
。
必
ず
着
用
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

以
上
の
項
目
を
守
り
、
交
通
事
故

の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

登
録
し
た
人
に
は
、
市
刊
行
物
の

発
送
や
準
市
民
交
流
会
な
ど
の
案
内

を
行
っ
て
い
ま
す
。
登
録
料
や
年
会

費
な
ど
は
掛
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
お

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
登
録
し
て
い
る
人
は

約
三
千
六
百
人
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

一
層
準
市
民
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

目
的

こ
の
制
度
は
、
本
市
出
身
で

市
外
に
住
む
人
と
の
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
交
換
や
交
流
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
市
民
だ
け
で
は
な
く
、
沼

田
を
郷
土
と
し
、
沼
田
を
愛
す
る

多
く
の
人
た
ち
が
き
ず
な
を
深
め

「
ふ
る
さ
と
沼
田
」の
さ
ら
な
る
発

展
の
力
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す

登
録
手
続

準
市
民
制
度
は
、
住
民

登
録
な
ど
の
法
的
根
拠
に
基
づ
く

も
の
で
は
な
く
、
希
望
者
に
よ
る

任
意
の
登
録
制
度
で
す
。
登
録
方

法
も
簡
単
で
、
口
頭
、
郵
便
、
電

話
、
電
子
メ
ー
ル(

市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
・
電
子
申
請)

な
ど
、
適
宜

の
方
法
で
か
ま
い
ま
せ
ん
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子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

飲
酒
運
転
の
根
絶

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

５
月
11
日(

金)

〜
20
日(

日)

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

生
活
課
生
活
環
境
係
1
内
線
７
７
３
７
２

軽自動車税の減免申請は

５月25日までに
身体または精神に障害がある人(対象者が18歳未満または精神

に障害を持つ人の場合は、生計を同じくする同居家族を含む)が

所有する軽自動車一台について、その障害の程度により軽自動車

税が減免されることがあります。減免を受ける場合は、市役所税

務課に相談の上、５月25日(金)までに申請してください。

なお、軽自動車と普通自動車を所有する場合は、どちらか一台

に限ります。

減免申請に必要な書類など

▽自動車検査証(車検のある車両を所有している場合のみ)

▽印鑑

▽対象者の運転免許証

▽身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳、精神障害者保険福

祉手帳のうち、いずれか該当するもの

税務課納税係1内線３１４２・３１４３

吹割の滝

市
で
は
、
準
市
民
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
準
市
民
制
度
は「
ふ

る
さ
と
市
民
制
度
」と
し
て
、
本
市
出
身
の
市
外
在
住
者
、
ま
た

居
住
経
験
は
な
く
て
も
本
市
に
ゆ
か
り
や
か
か
わ
り
の
あ
る
人
を

対
象
に
し
た
希
望
者
に
よ
る
登
録
制
度
で
す
。

準
市
民
を
募
集

企
画
課
政
策
調
整
係
1
内
線
３
２
２
４



河
川
や
道
路
な
ど
に
放
置
さ
れ
た

ご
み
や
道
路
に
は
み
出
し
た
植
木
な

ど
は
、
環
境
美
化
を
妨
げ
交
通
事
故

の
原
因
と
も
な
り
ま
す
。

美
し
い
環
境
と
安
全
な
道
路
交
通

を
守
る
た
め
に「
春
の
市
内
一
斉
清

掃
」と「
春
の
道
路
愛
護
運
動
」を
実

施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
内
一
斉
清
掃

各
町
区
長
・
環
境

保
健
支
部
長
、
生
活
課
廃
棄
物
対

策
係
1
内
線
７
７
３
７
４

道
路
愛
護
運
動

建
設
課
管
理
係

1
内
線
４
２
１
３

白
沢
町

各
区
長
・
白
沢
町
建
設
上

下
水
道
課
建
設
係
1
内
線
６
５

利
根
町

各
区
長
・
利
根
町
建
設
上

下
水
道
課
建
設
係
1
内
線
３
１

平
成
十
九
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
一
万
四
千
百
円
で
す
。

納
付
期
限
は
、
翌
月
末
日
で
す
の
で

忘
れ
ず
に
納
付
期
限
ま
で
に
納
付
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
保
険
料
の
納
付
は
、
口
座

振
り
替
え
を
利
用
す
る
と
一
カ
月
当

た
り
五
十
円
割
引
に
な
り
ま
す
。
納

め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
渋
川
社
会
保
険

事
務
所
1
０
２
７
９

１
６
１
１
へ
。

離
婚
時
の
厚
生
年
金
分
割
制
度
…
平

成
19
年
４
月
１
日
以
降
に
離
婚
し

た
場
合
、
婚
姻
期
間
の
厚
生(

共

済)

年
金
の
保
険
料
納
付
記
録
を

夫
婦
の
合
意
で
分
割
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す(

離
婚
か
ら
原

則
２
年
以
内)

65
歳
以
降
の
老
齢
厚
生
年
金
の
繰
り

下
げ
支
給
制
度
…
老
齢
厚
生
年
金
の

受
給
権
を
持
つ
人
で
、
66
歳
に

な
る
前
に
請
求
を
し
て
い
な
け
れ

ば
繰
り
下
げ
て
受
給
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
、
年
金
は
増
額
さ
れ

ま
す(

平
成
19
年
４
月
１
日
以
降

に
受
給
権
を
取
得
し
た
人)

70
歳
以
上
の
在
職
老
齢
年
金
制
度
…

一
定
以
上
の
収
入
が
あ
る
70
歳
以

上
の
在
職
者
に
も「
在
職
老
齢
年

金
制
度
」が
適
用
さ
れ
ま
す(

平
成

19
年
４
月
１
日
に
、
70
歳
以
上

の
人
は
適
用
に
な
り
ま
せ
ん)

遺
族
厚
生
年
金
の
見
直
し
…
65
歳
以

上
の
受
給
権
者
で
、
老
齢
厚
生
年

金(

退
職
共
済
年
金)

の
受
給
権
を

持
つ
人
に
は
、
老
齢
厚
生
年
金
は

全
額
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
遺
族
厚

生
年
金
に
つ
い
て
は
老
齢
厚
生
年

金(

退
職
共
済
年
金)

に
相
当
す
る

額
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
子
の
い
な
い
30
歳
未
満
の
妻

へ
の
遺
族
厚
生
年
金
は
、
５
年
間

の
給
付
と
な
り
ま
す

中
高
齢
寡
婦
加
算
…
中
高
齢
寡
婦
加

算
の
支
給
対
象
が
、
夫
の
死
亡
時

に「
35
歳
以
上
の
妻
」か
ら「
40
歳

以
上
の
妻
」に
変
更
に
な
り
ま
す(

平

成
19
年
４
月
１
日
に
、
65
歳
以

上
の
遺
族
厚
生
年
金
の
受
給
権
を

持
つ
人
に
は
、
適
用
さ
れ
ま
せ
ん)

詳
し
い
こ
と
は
、
渋
川
社
会
保
険

事
務
所
1
０
２
７
９

１
６
１
１
へ
。

三
十
五
歳
に
な
る
人(

昭
和
47
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人)

で
、

国
民
年
金
か
厚
生
年
金
保
険
の
被
保

険
者
期
間
を
持
つ
人
に
、「
ね
ん
き
ん

定
期
便
」が
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ

ー
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
加
入
し
た
公

的
年
金
制
度
の
加
入
記
録
や
納
付
状

況
な
ど
を
記
載
し
た
お
知
ら
せ
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
1
０
５
７
０
○
１
１
６
５(

い

い
ろ
う
ご)

へ
。
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春
の
市
内
一
斉
清
掃

道
路
愛
護
運
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春
の
市
内
一
斉
清
掃

道
路
愛
護
運
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春
の
市
内
一
斉
清
掃

道
路
愛
護
運
動

春
の
市
内
一
斉
清
掃

道
路
愛
護
運
動

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

年
金
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

ね
ん
き
ん
定
期
便

年金の窓口から

河川や道路などの美化保全のため、住民組織による自発的
な活動を支援する、道普請型ぐんまクリーン大作戦を県主体
で実施します。
活動期間 平成20年２月末日まで
対象 構成員が10人以上で、３回以上の美化活動を行う自
治会やボランティア団体など
助成 内容に応じて２万円以内の助成金が交付されます
申し込み受付期間 ５月31日(木)まで
申請書の交付 建設課管理係1内線４２１２、白沢町建設上
下水道課建設係1内線６５、利根町建設上下水道課建設係
1内線３１、県ホームページ(http://www.pref.gunma.jp/
h/01/clean/)

５月20日(日)※雨天決行

５月20日(日)※雨天決行
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市
消
防
団
で
は
、
消
防
機
械
器
具

の
取
り
扱
い
と
操
作
の
技
術
を
競
う

こ
と
で
、
住
民
の
生
命
や
身
体
、
財

産
の
保
護
に
万
全
を
期
す
た
め
、
次

の
と
お
り
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
を
開

催
し
ま
す
。

と
き

５
月
20
日(

日)

午
前
９
時

開
始

と
こ
ろ

沼
田
公
園
野
球
グ
ラ
ウ

ン
ド

出
場
チ
ー
ム

各
地
区
の
代
表
と
し

て
23
チ
ー
ム
が
出
場
。
自
動
車

ポ
ン
プ
の
部
は
11
チ
ー
ム
、
小

型
ポ
ン
プ
の
部
は
12
チ
ー
ム

こ
の
競
技
会
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
三
チ
ー
ム

と
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
四
チ
ー
ム
の

計
七
チ
ー
ム
は
、
六
月
三
日(

日)

に

沼
田
公
園
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
る
、
利
根
沼
田
ポ
ン
プ
操
法
競

技
会
に
出
場
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
暖
か
い
ご
声
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
消
防
防

災
係
1
内
線
３
３
６
２
へ
。

四
月
一
日
付
け
人
事
異
動
で
、
次

の
部
課
長
が
異
動
し
ま
し
た
。

▼
部
長
級
　
▽
総
務
部
長
・
田
島
護

▽
民
生
部
長
・
田
村
澄
夫
▽
建
設
部

長
・
小
池
大
介
▽
街
な
か
対
策
部

長
・
松
井
完
一
郎
▽
白
沢
町
振
興
局

次
長
・
小
林
守
▽
利
根
町
振
興
局
次

長
・
　
原
勇
二
▽
会
計
管
理
者
兼
会

計
局
長
・
町
田
哲
男
▽
議
会
事
務
局

長
・
小
林
有
一
郎
▽
沼
田
市
外
二
箇

村
清
掃
施
設
組
合
事
務
局
長
・
中
澤

和
義

▼
課
長
級
　
▽
総
務
課
長
・
栃
原
豊

彦
▽
財
政
課
長
・
加
藤
文
夫
▽
契
約

検
査
課
長
・
山
　
務
▽
税
務
課
長
・

生
方
秀
二
▽
健
康
課
長
・
星
野
喜
一

▽
水
道
課
長
・
茂
木
進
一
▽
街
な
か

振
興
課
長
・
細
野
文
男
▽
白
沢
町
振

興
局
総
務
課
長
・
入
澤
完
司
▽
同
市

民
課
長
・
金
子
朗
▽
利
根
町
振
興
局

総
務
課
長
・
山
口
芳
久
▽
同
市
民
課

長
・
下
宏
一
▽
同
農
政
課
長
・
今
井

明
▽
同
商
工
観
光
課
長
・
井
上
英
雄

▽
同
建
設
上
下
水
道
課
長
・
星
野
尚

司
▽
社
会
教
育
課
長
・
村
沢
博
行
▽

利
根
町
教
育
支
所
長
・
吉
野
守
▽
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
・
関
上
英
秋

三
月
三
十
一
日
付
け
で
、
次
の
職

員
が
退
職
し
ま
し
た
。(

)

内
は
、
前

所
属
・
職
名
で
す
。

▽
村
山
博
明(

総
務
部
長)

▽
見
城
厚

男(

街
な
か
対
策
部
長)

▽
中
村
弘
志

(

白
沢
町
振
興
局
次
長)

▽
茂
木
愛(

議

会
事
務
局
長)

▽
吉
野
篁(

利
根
町
振

興
局
農
政
課
長)

▽
金
子
貞
美(

利
根

町
振
興
局
建
設
上
下
水
道
課
長)

▽

小
野
寛
治(

教
育
部
付
課
長
兼
白
沢

調
理
場
長)

▽
富
岡
富
次(

主
幹
兼
利

根
調
理
場
長)

▽
木
暮
鈴
子(

健
康
課

保
健
係
長)

▽
小
林
進(

都
市
計
画
課

主
任
技
術
員)

▽
植
野
恵
美
子(

給
食

セ
ン
タ
ー
主
任
調
理
員)

▽
宮
内
伸

明(

学
校
教
育
課
長)

▽
木
榑
一
秀(

学

校
教
育
課
副
主
幹
兼
指
導
主
事)

▽

小
倉
弘
之(

同)

▽
田
中
秀
岳(

街
な
か

整
備
課
主
査)
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国
民
保
護
計
画
豆
知
識

〜
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
武
力
攻
撃

な
く
て
は
な
ら
な
い
国
民
保
護
計
画
〜

国民保護計画は、国民の安全安心のための

ものです。今月からは、この計画について皆

さんと学びたいと思います。

今回は、武力攻撃事態と緊急対処事態につ

いて説明します。

武力攻撃事態
外国の軍隊による攻撃が発生した状況、ま

たは発生が差し迫った状況をいいます。想定

されている武力攻撃事態は▽ゲリラや特殊部

隊による攻撃▽弾道ミサイル攻撃▽着上陸侵

攻▽航空攻撃の４類型です。

緊急対処事態
テロ集団による破壊活動が発生した状況、

または発生が差し迫った状況をいいます。想

定されている緊急対処事態は▽放射性同位元

素使用施設の占拠、核燃料を輸送中の車両の

奪取、危険性を内在する物質を有する施設に

対する攻撃など▽行政庁舎の爆破、駅や大量

輸送機関の爆破、大規模集客施設の爆破、学

校や病院、行政機関の占拠など多数の人が集

合する施設や大量輸送機関などに対する攻撃

▽行政庁舎や駅、大規模集客施設などに対す

るＢＣＲ兵器による攻撃、浄水場への毒物混

入など多数の人を殺傷する特性を有する物質

などによる攻撃▽車両や航空機などによる自

爆テロなど破壊の手段として交通機関を用い

た攻撃の４類型です。

総務課消防防災係1内線３３６２

市
職
員
の
人
事
異
動



家
庭
は
、
心
身
の
安
ら
ぎ
の
場
で

す
。外
で
の
緊
張
や
疲
れ
を
い
や
し
、

楽
し
か
っ
た
こ
と
を
膨
ら
ま
せ
、
明

日
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
ら
れ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
に
は
、
ゆ
っ
た
り
と
親
子
の

会
話
が
で
き
る
機
会
を
つ
く
っ
た

り
、
家
族
そ
ろ
っ
て
食
事
が
で
き
る

よ
う
に
努
め
た
り
す
る
な
ど
、
温
か

い
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

親
子
の
会
話
で
は
、
大
人
が
聞
き

上
手
に
な
っ
て
、
子
ど
も
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
話
を
聞
い

て
も
ら
っ
た
満
足
感
が
心
を
和
ま
せ
、

元
気
を
与
え
ま
す
。
大
人
が
イ
ラ
イ

ラ
し
て
い
て
は
、
和
や
か
な
会
話
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
大
人
も
気
持
ち
に

余
裕
を
も
て
る
よ
う
に
、
ス
ト
レ
ス

の
解
消
を
工
夫
し
た
り
、
前
向
き
な

考
え
方
を
心
が
け
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
は
、
家
庭
で
の
ル
ー

ル
や
約
束
を
守
っ
た
り
破
っ
た
り
し

な
が
ら
、
社
会
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

の
基
礎
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
家
庭

で
の
ル
ー
ル
を
作
っ
て
守
れ

る
よ
う
に
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
あ
い
さ
つ
、
寝

る
時
刻
、
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム

の
時
間
な
ど
で
す
。「
早
寝
早

起
き
朝
ご
は
ん
」は
、
青
少
年

健
全
育
成
の
合
い
言
葉
の
一

つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
き

ま
り
よ
い
生
活
習
慣
が
心
身

の
健
康
と
学
習
の
基
盤
で
す
。

ル
ー
ル
や
約
束
を
守
ら
せ

よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
強
す

ぎ
て
つ
い
感
情
的
に
し
か
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ル
ー
ル
な
ど
を
守
ら
せ
る
上

手
な
し
つ
け
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

「
叱
ら
れ
る
側
の
子
ど
も
の
立

場
に
な
っ
て
考
え
て
み
る
」
で
す
。

感
情
で
一
方
的
に
し
か
り
つ
け
て
も

効
果
は
あ
ま
り
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

心
や
体
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
の

な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
の
時
期
の
子
ど
も
た
ち

は
、
善
悪
の
判
断
な
ど
の
多
く
を
大

人
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
相
手
の
気

持
ち
を
考
え
て
行
動
し
た
り
、
正
し

い
言
葉
づ
か
い
や
あ
い
さ
つ
を
し
た

り
す
る
こ
と
は
、
大
人
が
手
本
を
示

し
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
の
前
で
、
人

の
悪
口
を
言
う
こ
と
な
ど
は
、
子
ど

も
に
と
っ
て
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
に
な

り
ま
す
。

家
庭
で
の
学
習
習
慣
を
、
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
身
に
付
け
て
お
く
と
、
高

学
年
や
中
学
校
へ
進
ん
で
か
ら
も
自

主
的
な
学
習
態
度
が
見
ら
れ
ま
す
。

一
年
生
く
ら
い
の
段
階
で
は
、
宿

題
を
一
緒
に
や
っ
た
り
、
無
理
の
な

い
時
間
を
決
め
て
や
っ
た
こ
と
を
後

で
見
て
あ
げ
た
り
し
て
、
毎
日
少
し

ず
つ
家
庭
で
学
習
を
す
る
こ
と
を
定

着
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
忙
し
い

と
き
は
、
夕
食
の
用
意
を
し
な
が
ら

子
ど
も
の
本
読
み
を
聞
い
て
あ
げ
る

だ
け
で
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
だ
ん
だ

ん
に
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
し
向
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
読
書
は
と
て
も
よ
い
習
慣

で
す
。
読
み
聞
か
せ
や
親
子
読
書
な

ど
を
お
勧
め
し
ま
す
。

交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
た
ち
が
い
つ
も
注
意
し
て
歩
行

で
き
る
よ
う
に
、「
自
分
の
命
は
自

分
で
守
る
」と
い
う
意
識
を
高
め
る

指
導
を
、
家
庭
と
学
校
が
連
携
し
て

し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。
基
本
は

「
左
右
の
確
認
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
目

に
注
意
」で
す
。

不
審
者
に
よ
る
犯
罪
被
害
の
防
止

に
つ
い
て
、「
○
○
の
安
全
を
守
る

会
」な
ど
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
、
地
域
で
の
協
力
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
各
家
庭
で
は
、
通
学
時
や

近
所
で
遊
ぶ
と
き
の
約
束
や
注
意
事

項
を
、
通
学
路
や
家
の
周
辺
の
状
況

に
応
じ
て
、
具
体
的
に
指
導
し
ま
し

ょ
う
。
安
全
・
安
心
の
た
め
の
一
声

を
、
子
ど
も
た
ち
に
毎
日
か
け
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
は
、
友
だ
ち
と
遊
ん
だ
り

け
ん
か
を
し
た
り
し
な
が
ら
成
長

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
問

題
解
決
の
方
法
を
学
ん
で
い
き
ま

す
。
友
だ
ち
と
の
か
か
わ
り
は
、
子

ど
も
に
と
っ
て
社
会
性
を
育
て
る
大

切
な
学
習
の
場
で
す
。
大
人
か
ら
の

必
要
以
上
の
か
か
わ
り
は
抑
え
、
子

ど
も
の
主
体
的
な
か
か
わ
り
を
見
守

り
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
に
紹
介
し
た
視
点
を
踏
ま
え

て
、
家
庭
と
地
域
社
会
、
学
校
が
連

携
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
子
ど
も
た

ち
を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
学
校
教
育
課
1

内
線
３
３
２
２
、
沼
田
市
教
育
研
究

所
1

３
５
８
６
、
青
少
年
テ
レ

ホ
ン
相
談
1

５
４
１
１
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愛
情
あ
ふ
れ
る
家
庭
が
一
番

会
話
を
大
切
に

き
ま
り
よ
い
生
活
習
慣
は

家
庭
の
ル
ー
ル
か
ら

学
習
習
慣
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

安
全
に
留
意
し
て

友
だ
ち
と
の
か
か
わ
り
を
大
切
に

お
わ
り
に

生き生き　新入生
小
学
校
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、
安
心
し
て
学
校
に
通
い
、
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、

子
育
て
で
大
切
な
こ
と
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。



児
童
手
当
は
、
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
る
人
の
生
活
の
安
定
と
、
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
た
め
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

◆
支
給
対
象

小
学
校
６
年
生(

12
歳
到
達
後)

の

年
度
末
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す

※
た
だ
し
、
養
育
者
の
前
年
の
所
得

が
一
定
額
以
上
あ
る
場
合
に
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん

◆
支
給
金
額（
月
額
）

３
歳
未
満

一
律
　
１
万
円

３
歳
以
上

第
１
子
・
第
２
子
　
５
千
円

第
３
子
以
降
　
１
万
円

※
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
３
歳
未
満
児
の

養
育
者
に
支
給
さ
れ
る
児
童
手
当

の
額
の
、
第
１
子
お
よ
び
第
２
子

分
が
増
額
さ
れ
、
出
生
順
位
に
か

か
わ
ら
ず
一
律
月
１
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
４
月
分
か
ら
対
象
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
３
歳
到
達
後
の

翌
月
か
ら
は
、
第
１
子
お
よ
び
第

２
子
の
手
当
額
は
５
千
円
と
な
り

ま
す
。
現
在
児
童
手
当
を
受
け
て

い
る
人
は
今
回
の
制
度
改
正
に
よ

る
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

出
生
・
転
入
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ

申
請
を
し
な
い
と
、
受
給
資
格
が

あ
っ
て
も
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
手
当
て
の
支
給
は
、
申

請
を
し
た
日
の
翌
月
分
か
ら
と
な

り
ま
す
の
で
、
手
続
き
は
遅
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
公
務
員

は
勤
務
先
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
課
子

育
て
支
援
係（
東
原
庁
舎
１
階
）1
内

線
７
７
２
５
７
へ
。

タ
ク
シ
ー
以
外
の
交
通
機
関
を
利

用
す
る
こ
と
が
困
難
な
、
在
宅
の
重

度
障
害
者
な
ど
が
、
市
か
ら
配
布
さ

れ
る
利
用
券
を
使
用
し
た
と
き
、
利

用
運
賃
の
う
ち
基
本
料
金
の
補
助
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
自
動
車

税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
人
は
、
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
が
視
覚
・
上
肢

・
下
肢
・
体
幹
障
害
の
１
・
２

級
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
の
１
級
の
人

②
療
育
手
帳
の
程
度
が「
Ａ
」の
人

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
が

「
１
級
」の
人

④
65
歳
以
上
で
、
身
体
が
虚
弱
な

た
め
に
通
院
介
助
な
ど
を
必
要
と

す
る
在
宅
の
高
齢
者
の
う
ち
、
前

年
所
得
税
非
課
税
世
帯
で
、
次
の

該
当
者

・
生
活
支
援
型
訪
問
家
事
援
助
事
業

実
施
要
綱
に
規
定
す
る
生
活
援
助

員
の
派
遣
世
帯

・
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介
護

者
・
要
支
援
者

交
付
枚
数

年
間
40
枚
　

申
請

利
用
券
を
希
望
す
る
人
は
、

印
鑑
と
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育

手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
・
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い

※
す
で
に
利
用
し
て
い
る
人
は
、
福

祉
タ
ク
シ
ー
利
用
者
証
・
印
鑑
・

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・

介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
持
参

し
、
早
め
に
更
新
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い

11 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

児
童
手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ

３
歳
未
満
の
手
当
額
が

一
律
１
万
円
と
な
り
ま
し
た

社会福祉課障害福祉係
1内線７７２５２

（市地域介護予防活動支援事業）

高齢者を対象に体力向上のための運動教

室を開催します。継続した運動をすること

により、身体機能全般の回復や維持向上を

ねらいとしています。楽しみながら体力づ

くりをしたい人、奮ってご参加ください。

○開催期間 ６月から11月までの毎週木

曜日(計24回)

○とき 午前10時～正午

○ところ 市保健福祉センター機能訓練室

○募集人数 各回30人程度

○費用 無料（傷害保険料別途）

○申し込み 高齢福祉課地域包括支援セン

ターへ電話で申し込んでください

詳しいことは、同センター（市保健福祉

センター３階）1内線７６２４１へ。

シニア体力アップステーション
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「
広
げ
よ
う

税
の
役
割

夢
あ
る
暮
ら
し
」

平
成
十
八
年
度
税
に
関
す
る
標
語

沼
田
税
務
署
長
賞
沼
田
南
中
学
校
星

野
早
さ
ん
の
作
品

●
納
期
限
と
延
滞
金

税
金
は
、
一
回
の
納
期
で
全
額
納

付
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
理
想
的

で
す
が
、
金
額
が
大
き
く
な
る

と
一
回
に
納
め
る
の
は
大
変
な

の
で
納
期
を
四
回
に
分
け
て
い

る
税
金
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
税
の
納
期
は
広
報
や
市
民

カ
レ
ン
ダ
ー
に
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
一
度
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

市
の
支
出
は
、
納
期
ご
と
に

税
金
が
納
め
ら
れ
る
こ
と
を
予

定
し
て
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
納
期
を
過
ぎ
た
納
税

に
は
延
滞
金
が
つ
き
ま
す
。
延

滞
金
は
年
十
四
・
六
％
の
率
で
計
算

さ
れ
ま
す
。
延
滞
金
は
、
過
少
申
告

加
算
金
、
滞
納
処
分
費
な
ど
と
あ
わ

せ
て
付
帯
金
と
い
わ
れ
、
本
税
と
同

様
に
差
し
押
さ
え
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
災
害
や
失
業
な
ど
、
特
別
な
事

情
が
あ
る
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
市
税
の
滞
納
処
分
と
延
滞
金

市
役
所
に
は
税
務
課
が
あ
り
、
徴

税
吏
員
が
い
ま
す
。
市
税
の
課
税
や

徴
収
に
関
し
て
は
国
税
徴
収
法
や
国

税
犯
則
取
締
法
を
準
用
し
た
権
限
を

持
っ
て
お
り
、
捜
査
令
状
な
し
の
捜

索
の
権
限
や
財
産
調
査
、
裁
判
抜
き

の
財
産
差
し
押
さ
え
や
公
売
な
ど
の

換
価
も
可
能
で
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
権
限
を
自
治
体
職
員
に
も
与
え
て

い
る
か
で
す
が
、
地
方
自
治
＝
税
の

課
税
自
主
権
と
徴
収
権
限
を
確
保
す

る
た
め
で
す
。

●
滞
納
処
分
と
公
売

差
し
押
さ
え
は
滞
納
者
の
特

定
の
財
産
処
分
を
禁
止
し
、
こ

れ
を
換
価
で
き
る
状
態
に
お
く

強
制
的
な
処
分
で
す
。
財
産
調

査
か
ら
始
ま
り
、
給
料
・
預

金
・
売
掛
金
な
ど
の
債
権
や
有

価
証
券
、
自
動
車
な
ど
の
動
産
、

不
動
産
、
特
許
権
や
著
作
権
な

ど
の
無
体
財
産
権
な
ど
に
も
お

よ
び
ま
す
。
動
産
・
不
動
産
の

換
価
は
一
般
的
に
は
公
売
に
よ

り
実
施
し
ま
す
。

●
税
の
納
入
方
法

口
座
振
り
替
え
、
コ
ン
ビ
ニ
か
ら

の
振
り
込
み
、
最
寄
り
の
金
融
機
関

で
の
納
税
、
本
庁
・
各
振
興
局
で
の

納
税
、
ま
た
、
高
齢
者
な
ど
で
車
に

乗
れ
な
い
人
に
は
、
徴
収
嘱
託
員
が

訪
問
徴
収
に
伺
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
税
務
課
徴
収
対
策

室
1
内
線
３
１
４
０
へ
。

広報ぬまた 平成19年５月１日

税
務
⑭

と
き

６
月
10
日(

日)

午
前
９
時
開

会(
小
雨
決
行)

と
こ
ろ

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
広
場

(

発
知
新
田
町)

種
目

69
歳
以
下
の
部
男
子
・
女
子

70
歳
以
上
の
部
男
子
・
女
子

参
加
資
格

市
民(

た
だ
し
、
学
生
、

生
徒
、
児
童
を
除
く
）

競
技
方
法

個
人
戦(

18
ホ
ー
ル)

申
し
込
み

５
月
31
日(

木)

ま
で
に

体
育
課(

市
民
体
育
館
内)

・
白
沢

町
・
利
根
町
教
育
支
所
へ

と
き

５
月
27
日(

日)

午
前
８
時
30

分
開
会

と
こ
ろ

市
運
動
公
園
、
野
球
場
と

サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

チ
ー
ム
編
成

利
根
沼
田
地
区
の
事

業
所
に
勤
務
す
る
人
で
、
チ
ー
ム

は
事
業
所
単
位
に
編
成
し
、
１
事

業
所
２
チ
ー
ム
以
内
と
す
る

競
技
方
法

ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
ル
ー
ル
を
適
用
す
る

申
し
込
み

所
定
の
申
し
込
み
用
紙

で
、
５
月
14
日(

月)

ま
で
に
商
工

観
光
課
工
業
振
興
係
へ

利
根
沼
田
勤
労
者
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集商

工
観
光
課
工
業
振
興
係
1
内
線
３
２
５
５

第６回
市民

体育課牲○９４４４24
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料
理
は「
楽
し
く
作
っ
て
お
い
し
く

食
べ
る
」が
基
本
で
す
。
包
丁
を
握
っ

た
こ
と
の
な
い
人
も
、
ベ
テ
ラ
ン
の

人
も
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
奮
っ

て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
自
分
で
作

っ
た
料
理
を
味
わ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

Ａ
コ
ー
ス
ま
た
は
Ｂ
コ
ー
ス
を
選
ん

で
く
だ
さ
い
。
調
理
内
容
は
同
じ
で
、

ミ
ニ
健
康
教
室
も
あ
り
ま
す
。

と
き

午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時
ま

で
と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
研
修
室
、
調
理
実
習
室

参
加
費

１
回
に
つ
き
400
円

定
員

各
コ
ー
ス
15
人(

定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す)

対
象

全
日
程
参
加
で
き
る
人

講
師

食
生
活
改
善
推
進
員(

沼
田
分

会)

申
し
込
み

５
月
７
日(

月)

か
ら
健

康
課
保
健
係
で
受
け
付
け
ま
す

「
沼
田
公
園
の
桜
の
美
し
さ
、
き
れ

い
で
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
を
た
く
さ

ん
の
人
に
伝
え
た
い
で
す
ね
」と
話

す
の
は
、
今
年
の
イ
ベ
ン
ト
を
主
催

し
た
　
橋
和
朗
さ
ん
。
毎
年
恒
例
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
に
加
え
て
、
新
た
に「
ふ
う
せ

ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
企
画
。
メ

ー
ン
の「
二
千
個
の
風
船
飛
ば
し
」で

は
、
会
場
に
訪
れ
た
大
勢
の
人
た
ち

か
ら
大
歓
声
が
上
が
っ
た
。

「
快
晴
で
、
ま
し
て
、
今
年
は
桜
が

満
開
の
中
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

皆
さ
ん
に
も
良
い
思
い
出
を
作
っ
て

も
ら
え
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
」

橋
さ
ん
は
、
現
在
、
大
き
な
夢

を
持
っ
て
い
る
。「
沼
田
に
は
、
も
っ

と
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と
こ
ろ
が
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
宝

を
活
用
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
参
加

し
喜
び
合
え
る
よ
う
な
、
あ
っ
と
驚

く
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
力
を
貸
し
て
く
だ

さ
い
」と
熱
く
語
る
。

話
す
ほ
ど
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
う

そ
の
言
葉
に
、夢
の
実
現
を
感
じ
た
。

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
沼
田
の
ま

ち
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
回
は
、
白
沢
地
区
を
回
る
コ
ー

ス
で
す
。

と
き

６
月
３
日(

日)

午
前
７
時
開

会(

小
雨
決
行)

集
合
場
所

白
沢
町
振
興
局

コ
ー
ス

白
沢
町
振
興
局→

白
沢
プ

ー
ル→

白
沢
橋→

望
郷
の
湯→

白

沢
町
振
興
局(

全
長
約
8.2
キ
ロ
メ

ー
ト
ル)

参
加
対
象

小
学
校
１
年
生
以
上
の

市
民(

参
加
者
は
自
分
の
健
康
状

態
を
よ
く
確
か
め
て
参
加
し
て
く

だ
さ
い)

参
加
方
法

当
日
、
午
前
７
時
ま
で

に
白
沢
町
振
興
局
に
集
合

参
加
賞

参
加
者
全
員
に
体
力
づ
く

り
運
動
記
念
バ
ッ
ヂ
を
授
与
し
ま
す

地
域
の
宝
を
活
用
し
た
い

橋 和朗さん(上原町)

第19回沼田公園桜まつり主催者
（平成18年度沼田商工会議所青年部会長）

第
２
回

第
38
回
市
民
体
力
づ
く
り

歩
け
歩
け
運
動
大
会

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

1
内
線
３
３
３
３

男
性
料
理
教
室
開
催

健
康
課
保
健
係
1
内
線
７
６
２
０
５

Ａコース

第１回　６月６日(水)

第２回　７月11日(水)

第３回　８月９日(木)

第４回　９月５日(水)

第５回 10月17日(水)

第６回 11月７日(水)

第７回 12月５日(水)

Ｂコース

第１回　６月20日(水)

第２回　７月18日(水)

第３回　８月22日(水)

第４回　９月19日(水)

第５回 10月24日(水)

第６回 11月21日(水)

第７回 12月19日(水)
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ぬ またフォトさんぽぬ またフォトさんぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

３月25日(日)

春の訪れ
大国神社の獅子舞

春を告げる利根町大国神社の獅子舞。畑を荒
らす獅子を退治するというストーリーで、勇敢
な舞が神社に奉納された後各戸を廻りました。

３月25日(日)～31日(土)

ハワイからのお友達
中学生国際交流事業

ハワイカメハメハスクールから生徒18人が今
年も本市を訪れ、日本文化体験では三味線や琴
に挑戦したりスキーなど、中学生と交流しました。

４月３日(火)

生写朝顔話「宿屋の段」を披露
沼須人形芝居奉納公演

市重要無形民俗文化財の沼須人形芝居｢あけ
ぼの座｣公演が、３日砥石神社の春祭りに合
わせて行われ、観客を楽しませていました。



一
般
家
庭
な
ど
か
ら
出
さ
れ
る
燃

や
せ
る
粗
大
ご
み
に
つ
い
て
は
、
清

掃
工
場
へ
直
接
搬
入(

有
料)

す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

持
ち
込
み
で
き
る
粗
大
ご
み

○
一
般
家
庭
の
布
団
類
や
畳

○
木
製
家
具(

２
㍍
×
１
㍍
×
60
㌢

以
内
で
、
金
具
や
ガ
ラ
ス
は
取

り
は
ず
し
て
く
だ
さ
い)

○
木
材(

長
さ
２
㍍
、
太
さ
12
㌢
以

内)

○
マ
ッ
ト
レ
ス(

ス
プ
リ
ン
グ
は
取

り
は
ず
し
て
く
だ
さ
い)

開
場
時
間

午
前
９
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
４
時

処
理
料
金

10
㎏
当
た
り
150
円

注
意
事
項

○
燃
や
せ
な
い
ご
み
や
焼
却
炉
に
影

響
の
あ
る
も
の(

石
、
泥
、
金
属

類
、
ガ
ラ
ス
類
、
多
量
の
ビ
ニ
ー

ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類)

は
、
搬

入
で
き
ま
せ
ん

○
多
量
に
水
分
を
含
ん
だ
厨
芥
類

は
、
事
前
に
水
分
を
切
っ
て
か
ら

搬
入
し
て
く
だ
さ
い

○
産
業
廃
棄
物
は
搬
入
で
き
ま
せ
ん

燃
や
せ
る
ご
み
の
中
に
不
燃
物

台
車
、
鉄
板(

１
㍍
×
1.8
㍍
程
度)

を
四
つ
折
り
に
し
た
も
の
、
ガ
ス
テ

ー
ブ
ル
、
調
理
器
具(

鍋
や
フ
ラ
イ

パ
ン
）、
自
動
車
部
品
な
ど
が
混
入

し
て
い
た
た
め
、
焼
却
炉
を
緊
急
停

止
し
、
炉
内
か
ら
取
り
出
し
た
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
し
た
。
焼
却
炉
が
故
障

す
る
と
多
額
の
修
理
費
が
か
か
り
、

ご
み
処
理
が
停
止
し
て
し
ま
い
ま
す
。

毎
日
の
焼
却
処
理
を
計
画
的
に
、
ま

た
、
安
全
に
行
う
た
め
、
ル
ー
ル
を

守
っ
て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

開
場
日
の
お
知
ら
せ

土
曜
日
と
日
曜
日
は
、
搬
入
で
き

ま
せ
ん
が
、
年
末
年
始
や
祝
日
は
、

ご
み
収
集
の
日
程
に
合
わ
せ
て
、
清

掃
工
場
も
開
場
し
て
い
ま
す
。
開
場

日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
電
話
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
清
掃
工
場(

白

岩
町)

1

１
０
０
９
へ
。
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４月15日(日)

桜前線到来
沼田公園桜まつり

好天に恵まれた今年の桜まつりは桜の満開と
重なり、さくらバルーンショーや苗木の配布
など、会場は一万人の人出でにぎわいました。

清掃工場からのお知らせ清掃工場からのお知らせ清掃工場からのお知らせ清掃工場からのお知らせ清掃工場からのお知らせ清掃工場からのお知らせ清掃工場からのお知らせ清掃工場からのお知らせ清掃工場からのお知らせ清掃工場からのお知らせ清掃工場からのお知らせ清掃工場からのお知らせ清掃工場からのお知らせ清掃工場からのお知らせ清掃工場からのお知らせ清掃工場からのお知らせ清掃工場からのお知らせ



中
央
公
民
館
で
は
、
教
養
教
室
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
在
住
、
在
勤
し
て
い

る
人

受
講
料

無
料(

教
材
費
に
つ
い
て

は
実
費
負
担)

申
し
込
み

５
月
11
日(

金)

か
ら
、

電
話
、
ま
た
は
中
央
公
民
館
窓
口

で
受
け
付
け(

受
付
時
間
は
、
平

日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で)

※
先
着
順
、
定
員
と
な
り
次
第
受
付

終
了
と
し
ま
す

【
書
道
教
室
・
楷
書
】

と
き

６
月
６
日
か
ら
翌
年
８
月

８
日
ま
で
の
水
曜
日(

全
10
回)

午

後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
第
２
講
義
室

(

３
階)

定
員

20
人

講
師

金
子
正
宏
さ
ん

教
材
費

実
費

【
薬
膳
料
理
教
室
】

〜
イ
ン
ド
料
理
編
〜

と
き

６
月
16
日
、
６
月
30
日
の

土
曜
日(
全
２
回)

午
前
10
時
〜
午

後
１
時

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
調
理
実
習
室

(

３
階)

定
員

20
人

講
師

原
口
一
美
さ
ん

教
材
費

実
費
負
担

利
根
沼
田
望
郷
ラ
イ
ン(

沼
田
市

白
沢
町
下
古
語
父
地
内)

で
、
音
響

道
路
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

時
速
五
十
㌔
で
ポ
イ
ン
ト
を
走
行

す
る
と
、
尾
瀬
の
テ
ー
マ
曲「
夏
の

思
い
出
」の
四
小
節
を
十
三
秒
間
奏

で
ま
す
。

場
所
は
、
白
沢
町
生
枝
の
国
道
百

二
十
号
線
か
ら
望
郷
ラ
イ
ン(

川
場

方
面)

に
入
り
、
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
走
行
し
た
地
点
で
す
。

ぜ
ひ
美
し
い
調
べ
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
白
沢
町
建
設
上

下
水
道
課
建
設
係
1
内
線
６
５
へ
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
日
本
の

文
化
や
沼
田
市
に
興
味
を
も
つ
、
ハ

ワ
イ
・
ホ
ノ
ル
ル
市
か
ら
の
留
学
生

(

中
学
生)

を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る

ご
家
庭
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

貴
重
な
文
化
交
流
が
で
き
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

期
間

５
月
31
日(

木)

〜
６
月
６
日

(
水)

募
集
家
庭
数

10
家
庭

詳
し
い
こ
と
は
、
学
校
教
育
課
学

校
教
育
係
1
内
線
３
３
２
２
へ
。

社
会
福
祉
事
業
へ

▽
籐
を
編
む
会(

前
橋
市)→

一
万

円
▽
医
療
法
人
大
誠
会(

久
屋
原
町)

→

五
十
万
円

広報ぬまた 平成19年５月１日

前
身
の
白
沢
剣
道
教
室
は
、
地

区
の
剣
道
の
灯
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う

細
々
と
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
平

成
四
年
に
白
沢
少
年
少
女
剣
道
教

室
に
改
称
さ
れ
、
平
成
七
年
に
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
と
し
て
の
活
動
を

開
始
し
ま
し
た
。「
誠
意
」を
合
言

葉
に
、
地
域
の
青
少
年
健
全
育
成

の
一
端
も
担
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
は
現
在
二
十
三
人
。
巣
立

っ
た
生
徒
は
九
十
人
余
り
で
、
高

校
生
や
大
学
生
も
頻
繁
に
道
場
を

訪
れ
、
子
供
と
大
人
が
一
緒
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
週
二
回
、
火

曜
・
木
曜
日
に
白
沢
武
道
場
で
午

後
七
時
か
ら
稽
古
を
し
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
連
絡
先
　
角
田

好
夫
さ
ん
1

２
８
１
８
へ
。

白沢少年少女剣道教室われら�
　いきいき�
　  サークル�

われら�
　いきいき�
　  サークル�
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（敬称略）

中
央
公
民
館
の
教
養
教
室

詳
し
い
こ
と
は
、
中
央
公
民
館
1
○
０
１
４
３
へ
。
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イ
か
ら
の
留
学
生

受
け
入
れ
家
庭
募
集



正
平
年
間(

一
三
四
六
〜
一
三
七

〇)

に
新
田
義
宗
の
妻
子
が
当
地
に

滞
在
し
た
と
き
に
植
え
ら
れ
た
桜
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
山
妻

有(

ヤ
マ
ツ
マ
リ)

の
桜
で
す
。

新
田
義
宗
は
、
新
田
義
貞
の
三
男

で
南
北
朝
時
代
の
武
将
で
し
た
。
六

歳
で
昇
殿
を
許
さ
れ
成
長
後
、
関
東

で
宮
方
を
指
揮
し
ま
す
が
、
武
蔵
野

合
戦
で
足
利
軍
に
敗
北
し
、
越
後
へ

落
ち
延
び
ま
す
。
そ
の
後
の
行
方
に

い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
り
、
謎
に
包
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
桜
も
い
つ
植
え

ら
れ
た
か
記
録
に
な
く
、
伝
説
の
桜

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

目
通
り
の
周
囲
は
八
メ
ー
ト
ル
近

く
あ
り
、
樹
高
は
十
二
メ
ー
ト
ル
と

大
き
く
、
中
心
部
は
空
洞
化
し
て
い

る
も
の
の
、
樹
勢
は
旺
盛
で
、
毎
年

春
に
は
近
隣
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
に
先

駆
け
て
開
花
し
ま
す
。

こ
の
桜
が
今
年
二
月
二
日
に「
山

妻
有
の
桜
」と
し
て
沼
田
市
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
追
貝
森

山
に
、
大
き
く
張
り
出
し
た
枝
に
淡

紅
色
の
花
を
咲
か
せ
た
姿
は
素
晴
ら

し
い
景
観
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

山
妻
有
の
桜
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
を
推
進
す
る
た
め
、
市

民
の
手
作
り
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
応

援
し
ま
す
。

◎
補
助
内
容

次
の
す
べ
て
の
条
件
に
あ
て
は
ま

る
サ
ー
ク
ル
に
、
三
万
円
を
補
助

し
ま
す
。補
助
対
象
サ
ー
ク
ル
は
、

八
サ
ー
ク
ル
で
す
。

①
10
人
以
上
で
、
年
間
６
回
以
上

の
学
習
会
を
実
施
す
る

②
こ
れ
ま
で
の
団
体
活
動
や
公
民
館

活
動
と
は
異
な
る
学
習
内
容
・
学

習
方
法
・
メ
ン
バ
ー
構
成
な
ど
で

学
習
活
動(

趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
を

含
む)

を
行
う

③
過
去
に
お
い
て
、
当
該
事
業
の
援

助
を
受
け
て
い
な
い
サ
ー
ク
ル

④
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
そ
の

他
で
、
実
績
に
つ
い
て
発
表
を
行

う
◎
申
し
込
み

六
月
末
日
ま
で
に
、
社
会
教
育
課

社
会
教
育
係
1
内
線
３
３
３
３

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

＊
応
募
サ
ー
ク
ル
多
数
の
場
合
は
、

選
考
に
な
り
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
へ
。

17 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

山妻有の桜が市指定天然記念物に
詳しいことは、社会教育課文化財保護係1○23７５６５へ。

市では、平成10年４月から公共下水道新設・既

設認可区域と農業集落排水処理区域及び同施設の整

備が予定されている区域を除く区域で、合併処理浄

化槽を設置する場合に、予算の範囲内で補助金を交

付しています。

補助金を受ける場合は、着工前に関係書類を添え

て申請書を提出し、交付決定を受けておくことと同

時に年度内に浄化槽の工事を終わらせることが条件

となります。

補助金額(限度額)

○５人槽　36万3千円　○７人槽まで　43万８千円

○10人槽から50人槽まで　55万５千円

詳しいことは、下水道課管理係1 ７７１１、白

沢町建設上下水道課上下水道係1内線３７、利根町

建設上下水道課下水道係1内線２９へ。

合併処理浄化槽設置整備事業
補助金申請について

〜
応
援
し
ま
す

生
涯
学
習
サ
ー
ク
ル
活
動
〜



毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
全
国

ふ
き
わ
れ
俳
句
大
会
を
今
年
も
開
催

し
ま
す
。

募
集
作
品

吹
割
渓
谷
と
沼
田
市
の

風
物
を
詠
ん
だ
俳
句

締
め
切
り

一
般
の
部
７
月
31
日

(
火)
・
小
中
学
生
の
部
８
月
31
日

(

金)

投
句
料

一
般
の
部
二
句
一
組
千
円

・
小
中
学
生
の
部
無
料

入
賞

応
募
者
全
員
に
参
加
賞

◇
一
般
の
部

特
選
、
特
別
賞
、
優

秀
賞
、
連
続
投
句
賞
、
入
選

◇
小
中
学
生
の
部

特
選
、
優
秀
賞
、

入
選

詳
し
い
こ
と
は
、
利
根
町
教
育
支

所
1
内
線
１
２
５
へ
。

６
月
１
日
、
商
業
統
計
調
査
が
全

国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
商
業
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
、
国
や
県
、
市
に
お
け
る

商
業
の
振
興
、
流
通
産
業
施
策
の
基

礎
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

調
査
の
対
象
は
、
卸
売
業
、
小
売

業
を
営
む
す
べ
て
の
事
業
所（
店
舗
）

で
、
５
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
各
事

業
所
へ
お
伺
い
し
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
内
容
は
、
統
計
以
外
に
使
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
し

て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
企
画
課
政
策
調

整
係
1
内
線
３
２
２
４
へ
。

発
電
用
施
設
周
辺
地
域
住
民
の
福

祉
向
上
を
図
る
た
め
に
交
付
さ
れ
る

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を
活
用

し
、
平
成
十
八
年
度
は
市
道
沼
田
中

央
線(

材
木
町)

、
市
道
側
道
上
原
・

岡
谷
線(

横
塚
町)

、
市
道
高
平
・
上

古
語
父
線(

白
沢
町
高
平)

、
市
道
Ｔ

３
０
５
６
号
線(

利
根
町
大
原)

な
ど

の
舗
装
補
修
工
事
や
市
民
体
育
館
屋

根
防
水
工
事(

東
原
新
町)

を
実
施
し

ま
し
た
。
総
事
業
費
は
、
六
千
三
百

二
十
九
万
四
千
円
で
し
た
。

詳
し
い
こ
と
は
、
企
画
課
企
画
係

1
内
線
３
２
２
３
へ
。

製
品
事
故
の
発
生
・
拡
大
を
防
止

す
る
た
め
に
、
消
費
生
活
用
製
品
安

全
法
が
改
正
さ
れ
、
五
月
十
四
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。製
品
事
故
と
は
、

消
費
者
が
生
活
用
に
使
っ
て
い
る
製

品
で
、
生
命
ま
た
は
身
体
に
被
害
が

発
生
し
た
事
故
を
い
い
ま
す
。

改
正
内
容
は
、
製
造
・
輸
入
事
業

者
に
対
し
、
国
へ
の
事
故
報
告
を
義

務
付
け
し
、
国
は
事
故
情
報
を
広
く

公
表
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

○
国
は
重
大
な
製
品
事
故
情
報
を
随

時
公
表
し
ま
す
。
新
聞
、
国
や
都

道
府
県
な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

注
目
く
だ
さ
い

○
製
品
事
故
の
被
害
が
発
生
し
た
場

合
は
、
メ
ー
カ
ー
、
輸
入
業
者
、

販
売
店
な
ど
に
、
至
急
ご
連
絡
く

だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
経
済
産
業
省
商

務
情
報
政
策
局
消
費
経
済
部
製
品
安

全
課
1
０
３(

３
５
０
１)

４
７
０
７

へ
。

▼
18
年
度
中
に
下
水
道
が
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域

▼
19
年
度
か
ら
、
受
益
者
負
担
金

を
賦
課
徴
収
す
る
対
象
区
域

▼
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金
の

交
付
対
象
区
域

と
き

５
月
１
日(

火)

〜
15
日(

火)

(

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く)

の

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

と
こ
ろ

下
水
道
課(

下
久
屋
町)

白

沢
町
・
利
根
町
建
設
上
下
水
道
課

詳
し
い
こ
と
は
、
下
水
道
課
管
理

係
1

７
７
１
１
へ
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
沼
田(

沼
田
公
共

職
業
安
定
所)

で
は
、
来
年
３
月
新

規
学
卒
予
定
者(

中
学
、
高
校
、
大

学
な
ど)

を
募
集
す
る
事
業
主
を
対

象
に
、求
人
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

６
月
15
日(

金)

午
後
２
時
〜

と
こ
ろ

利
根
沼
田
文
化
会
館

詳
し
い
こ
と
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

沼
田
学
卒
係
1

８
６
０
９
へ
。
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広報ぬまた 平成19年５月１日

お
知
ら
せ

第
17
回

全
国
ふ
き
わ
れ
俳
句
大
会
　

作
品
募
集

６
月
１
日
は

商
業
統
計
調
査
の
日

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
で

道
路
、
市
民
体
育
館
を
整
備

私
た
ち
の
生
活
が

よ
り
安
全
・
安
心
に
な
り
ま
す

下
水
道
・
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業

の
関
係
図
面
を
縦
覧
し
ま
す

求
人
説
明
会
を
開
催

５／１９(土)
「ガラスめだまときんのつののヤギ」

場所 図書館３階おはなしのへや
時間 午後２時30分から

５月



日
本
赤
十
字
社
は
、
災
害
救
護
活

動
や
医
療
事
業
、
血
液
事
業
、
国
際

活
動
な
ど
幅
広
い
社
会
福
祉
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ

で
は
火
災
や
災
害
時
の
災
害
救
援
物

資
の
配
布
活
動
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
本
市
で
も
八
百
万
円
余

り
の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
引

き
続
き
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
日
本
赤
十
字
社

沼
田
市
地
区
事
務
局(

社
会
福
祉
課

社
会
係)

1
内
線
７
７
２
４
２
へ
。

初
め
て
の
出
産
を
迎
え
、
こ
れ
か

ら
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
な
る
人

を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

と
き

６
月
９
日(

土)

午
後
１
時
〜

４
時

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
研
修
室

内
容

①
ビ
デ
オ『
お
父
さ
ん
へ
』

②
妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て
の
講
話

③
お
父
さ
ん
の
妊
娠
体
験(

妊
娠

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
使
用)

④
赤
ち

ゃ
ん
の
お
風
呂
実
習

対
象

初
め
て
出
産
を
迎
え
る
夫
婦

定
員

16
組(

先
着
順)

申
し
込
み

５
月
７
日(

月)

か
ら
健

康
課
保
健
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

６
２
０
２
へ
。

毎
日
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
水
の
大
切
さ
と
、
安
全
で
お

い
し
い
水
を
供
給
す
る
水
道
の
仕
組

み
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
水

道
週
間
に
合
わ
せ
て
浄
水
場
を
公
開

し
ま
す
。

期
間
中
は
、
土
、
日
曜
日
も
公
開

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
出
掛
け

く
だ
さ
い
。

と
き

６
月
１
日(
金)
〜
７
日(

木)

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

市
浄
水
場(

下
久
屋
町)

詳
し
い
こ
と
は
、
水
道
課
浄
水
係

1

８
８
１
１
へ
。

今
年
は
武
田
信
玄
の
軍
師
で
あ
っ

た
山
本
勘
助
を
主
人
公
と
し
た「
風

林
火
山
」が
ド
ラ
マ
化
さ
れ
、
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
原
作
者

で
あ
る
作
家
、
井
上
靖
の
生
誕
百
周

年
に
当
た
り
ま
す
。
そ
こ
で
、「
風
林

火
山
」に
ま
つ
わ
る
本
や
、
井
上
靖

の
著
書
な
ど
を
集
め
ま
す
。

と
こ
ろ

図
書
館
２
階
一
般
閲
覧
室

テ
ー
マ
「
井
上
靖
と
風
林
火
山
」

詳
し
い
こ
と
は
、
同
館
1

０
５

５
０
へ
。

前
橋
地
方
裁
判
所
沼
田
支
部
で

は
、
平
成
二
十
一
年
か
ら
の
裁
判
員

制
度
導
入
に
伴
い
、
皆
さ
ん
に「
裁

判
員
」を
体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

模
擬
裁
判
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
電
話
で
確
認
願
い
ま
す

と
き

５
月
18
日(

金)

午
後
２
時
〜

と
こ
ろ

前
橋
地
方
裁
判
所
沼
田
支

部詳
し
い
こ
と
は
、
同
支
部
1

２

７
０
９
へ
。

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
で
は
、

個
人
向
け
普
通
救
命
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

※
日
程
は
、
と
き
／
と
こ
ろ
／
定
員

の
順
、
時
間
は
、
各
会
場
と
も
午

前
９
時
〜
正
午

●
６
月
10
日(

日)

／
北
消
防
署
／
15

人
●
８
月
26
日(

日)

／
中
央
消
防

署
／
30
人
●
10
月
21
日(

日)

／
東

消
防
署
／
15
人
●
11
月
18
日(

日)

／
西
消
防
署
／
15
人
●
平
成
20
年

１
月
20
日(

日)

／
中
央
消
防
署
／

30
人

申
し
込
み

各
開
催
日
の
２
日
前
ま

で
に
各
消
防
署
へ(

先
着
順)

詳
し
い
こ
と
は
、
中
央
消
防
署

1

１
７
３
４
、
東
消
防
署
1

２

３
０
０
、西
消
防
署
1

０
０
０
２
、

北
消
防
署
1

４
３
４
９
へ
。
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５月 と　　き と　　　こ　　　ろ
10: 00～10:20
10 : 30～10:50
11 : 00～11:40
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :25
2 : 35～ 4 :00
9 : 50～10:15
10 : 25～10:50
11 : 00～11:25
1 : 30～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
10 : 00～10:25
10 : 35～10:55
11 : 05～11:40
1 : 15～ 1 :45
1 : 55～ 2 :15
2 : 30～ 4 :15
10 : 00～10:30
10 : 45～11:15
1 : 15～ 1 :40
1 : 50～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
9 : 50～10:20
10 : 30～10:55
11 : 05～11:30
1 : 30～ 2 :00
2 : 15～ 2 :45
2 : 50～ 4 :15
10 : 15～10:45
11 : 00～11:30
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :20
2 : 30～ 4 :20
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 15～ 1 :45
2 : 15～ 4 :20
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 10～ 1 :40
2 : 05～ 3 :45
10 : 30～11:00
11 : 30～12:00
1 : 20～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 3 :45
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 3 :45

利 根 川 水 系 総 合 調 査 事 務 所
薄 根 町 公 民 館
群 馬 県 利 根 沼 田 県 民 局
新 町 公 民 館 前
栄 町 市 営 住 宅 集 会 所 前
升 形 小 学 校
岡 谷 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
下 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
奈 良 町 農 事 研 修 所
上 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
中 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
池 田 小 学 校
横 塚 町 公 民 館
久 屋 原 町 公 民 館
上 久 屋 町 公 民 館
利 南 公 民 館
沼 須 町 農 事 研 修 所
利 南 東 小 学 校
旧 岩 本 分 校
屋 形 原 農 村 婦 人 の 家
上 川 田 町 住 民 セ ン タ ー
川 田 公 民 館
川 田 小 学 校
硯 田 町 公 民 館
原 町 公 民 館
善 桂 寺 町 活 性 化 セ ン タ ー
町 田 町 水 田 転 作 推 進 研 修 所
薄 根 公 民 館
薄 根 小 学 校
上 古 語 父 集 会 所
愛 宕 老 人 ホ ー ム
谷 地 端 第 二 市 営 住 宅
中 央 消 防 署
沼 田 北 小 学 校
利 根 町 振 興 局 出 張 所
尾 合 集 会 所
下 古 語 父 集 会 所
沼 田 東 小 学 校
生 枝 集 会 所
岩 室 集 会 所
平 出 集 会 所
多 那 小 学 校
根 利 集 会 所
日 影 南 郷 集 会 所
利 根 園 原 ふ れ あ い 屋 内 運 動 場
老 神 地 区 集 会 所
利 根 西 小 学 校
尾 瀬 高 等 学 校
平 川 小 学 校

５月3.4.5.7.14.21.28.31日／
６月4.11.18.22.23.24.25.26.27.28日

25日（金）

24日
（木）

23日
（水）

22日
（火）

18日
（金）

17日
（木）

16日
（水）

11日
（金）

15日
（火）

10日
（木）

図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日

毎
年
５
月
は
全
国
一
斉
の

赤
十
字
運
動
月
間
で
す

水
道
週
間

浄
水
場
を
一
般
公
開
し
ま
す

裁
判
員
裁
判
模
擬
体
験

普
通
救
命
講
習
会

５
・
６
月
の

図
書
館
の
特
集
コ
ー
ナ
ー

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
講
座

両
親
学
級
を
開
催



４
月
よ
り
沼
田
市
立
図
書
館
５
階

に
放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー
沼

田
ミ
ニ
サ
テ
ラ
イ
ト
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
開
設
記
念

式
典
と
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

５
月
23
日(

水)

午
後
１
時
30

分
〜

と
こ
ろ

図
書
館
４
階
視
聴
覚
室

講
師

元
群
馬
県
理
事(

放
送
大
学

講
師
　
田
中
修
さ
ん)

演
題

「
地
域
の
文
化
振
興
と
放
送

大
学
の
役
割
」

参
加
費

無
料

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
教
育
課
社

会
教
育
係
1
内
線
３
３
３
４
へ
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
地
球
環
境

保
護
・
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め

「
古
い
電
話
帳
か
ら
新
し
い
電
話
帳

へ
」の
考
え
の
も
と
、
古
い
電
話
帳

の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
て
い
ま

す
。新

し
い
電
話
帳
を
６
月
中
に
お
届

け
し
ま
す
の
で
、
古
い
電
話
帳
を
配

達
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

不
在
の
場
合
は
改
め
て
回
収
に
伺

い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

セ
ン
タ
1
０
１
２
０(

５
０
６)

３
０

９
へ
。

市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
前
留
学

生
セ
ン
タ
ー
長
で
群
馬
大
学
社
会
情

報
学
部
田
村
教
授
の
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

と
き

５
月
19
日(
土)
午
後
２
時
30

分
と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４

階
多
目
的
ホ
ー
ル

講
師

群
馬
大
学
社
会
情
報
学
部
教

授
　
田
村
泰
彦
さ
ん
　

演
題

「
知
識
の
伝
播
に
つ
い
て
」

参
加
費

無
料
　

詳
し
い
こ
と
は
、
同
事
務
局(

企

画
課
内)

1
内
線
３
２
２
４
へ
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
目
の
不

自
由
な
人
の
た
め
の
朗
読
テ
ー
プ
を

作
成
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。「
広
報
ぬ
ま
た
」

や「
社
協
ぬ
ま
た
」、
小
説
な
ど
の
朗

読
テ
ー
プ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
〝
声
〞
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
た
く
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き

６
月
１
日
〜
７
月
13
日
の

毎
週
金
曜
日(

全
６
回)

午
後
７
時

〜
９
時

※
６
月
８
日
は
休
講

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
研
修
室
）

講
師

生
方
純
夫
さ
ん
・
朗
読
奉
仕

会
会
員

定
員

30
人

受
講
料

無
料(

テ
キ
ス
ト
や
教
材

は
主
催
者
で
用
意)

申
し
込
み

５
月
29
日(

火)

ま
で
に

社
会
福
祉
協
議
会
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
協
議
会
1
�

１
９
９
０
へ
。

八
才
未
満
児
へ
の
応
急
処
置
講
習

会
を
行
い
ま
す
。
心
肺
蘇
生
法
や
異

物
を
飲
み
込
ん
だ
と
き
に
す
ぐ
に
で

き
る
手
当
て
な
ど
を
教
え
ま
す
。

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
子

さ
ん
同
伴
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

と
き

５
月
26
日(

土)

午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４

階
多
目
的
ホ
ー
ル

定
員

30
人
程
度

講
師

日
本
赤
十
字
社
幼
児
安
全
法

指
導
員

参
加
費

無
料

申
込
方
法

赤
十
字
群
馬
県
支
部
へ

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
同
支
部
1
０
２

７(

２
５
４)

３
６
３
６
へ
。

20

広報ぬまた 平成19年５月１日

お
知
ら
せ

放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

沼
田
ミ
ニ
サ
テ
ラ
イ
ト

開
設
記
念
講
演
会

回
収
し
ま
す

あ
な
た
の
家
の
古
い
電
話
帳

講
演
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

幼
児
安
全
法
講
習
会

エイ、ヤー！空手に夢中で
、

パパのサプリメントが大好
物な

強い男の子。ミニカーを持
って

外を走りながら、車の車種
や道

路標識を覚えたよ。「ＤＪ ＯＺＭ

Ａ」の曲に合わせて踊ること
が大

好きなレオくんです。（中町
）

鈴木 麗
れ

央
お

くん（２歳７カ月）

���
���

月　 新しい外傷治療・湿潤療法
火　 胸郭出口症候群
水　 手根管症候群
木　 手指が曲がってきた
金　 座骨神経痛
土･日 痛風

1027(234)4970
ヨ ク ナ レ

を回すと
約３分間の健康講話が聞けます。

【直接相談タイム】直接医師が電話に出ます。
10日(木)整形外科・外科と18日(金)歯科です。
午後７時30分から９時まで。

http://www.raijin.com/kenko/

３月の健康テレホンサービス�３月の健康テレホンサービス�

自動車税は５月31日(木)までに忘れずに！
◆自動車税はコンビニエンスストアで納税できます
注意：軽自動車税は市町村税です。納税場所などは市町村役場へ

お尋ねください
◆問い合わせ先
沼田県税事務所1 4336
群馬県自動車税務所1027(263)4343

※継続検査(車検)用の納税証明書について
自動車を譲渡する場合には納税証明書も一緒に渡し、自動車を譲

り受ける場合には納税証明書も一緒に受け取りましょう。
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と
き

６
月
24
日(
日)

と
こ
ろ

渋
川
工
業
高
等
学
校
、
前

橋
工
業
高
等
学
校
ほ
か

種
類

甲
種
、
乙
種
、
丙
種

受
験
手
数
料

甲
種
五
千
円
、
乙
種

三
千
四
百
円
、
丙
種
二
千
七
百
円

受
付
期
間

５
月
７
日(

月)

〜
17
日

(

木)

受
付
場
所

各
消
防
署

※
準
備
講
習
会
の
実
施

と
こ
ろ

利
根
沼
田
文
化
会
館

対
象

乙
種
第
四
類

講
習
日

５
月
30
日(

水)

定
員

100
人

受
講
料

防
火
協
会
会
員
七
千
三
百

円
、
非
会
員
八
千
三
百
円

受
付
場
所

各
消
防
署

詳
し
い
こ
と
は
、
中
央
消
防
署
1

�
１
７
３
４
、
東
消
防
署
1

２
３

０
０
、
西
消
防
署
1

０
０
０
２
、

北
消
防
署
1

４
３
４
９
へ
。

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

国
の
制
度
な
の
で
安
全
・
確
実
・
有

利
で
す
。

▼
適
格
年
金
制
度
か
ら
の
移
行
先
で

す
▼
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成

▼
掛
け
金
は
全
額
非
課
税
で
す

▼
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
人
も
加
入
で

き
ま
す

▼
退
職
金
の
管
理
が
簡
単
で
す

詳
し
い
こ
と
は
、
中
退
共
の
退
職

金
相
談
コ
ー
ナ
ー
1
０
３(

３
４
３

６)

４
３
５
１
へ
。

連
合
群
馬
沼
田
地
域
協
議
会
と
利

根
沼
田
労
働
者
福
祉
協
議
会
で
は

「
拡
げ
よ
う
！
ひ
と
・
ふ
れ
あ
い
・

地
域
の
和
！
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

５
月
20
日(

日)

午
前
11
時
〜

午
後
４
時

と
こ
ろ

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
21

内
容

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
／
ス
テ

ー
ジ
シ
ョ
ー
／
模
擬
店
／
苗
木
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
／
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

な
ど

詳
し
い
こ
と
は
、
同
協
議
会
事
務

局
1

０
５
４
１
へ
。

市
民
、
図
書
館
利
用
者
や
利
用
団

体
と
の
情
報
交
換
な
ど
を
行
い
、
よ

り
良
い
図
書
館
活
動
の
推
進
を
図
る

た
め
の
利
用
者
の
会
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

応
募
資
格

20
歳
以
上
の
市
民(

前

回
ま
で
の
委
員
経
験
者
は
除
く)

任
期

２
年(

７
月
１
日
か
ら
平
成

21
年
６
月
30
日
ま
で
の
２
年
間
）

募
集
人
員

４
人

※
募
集
人
員
を
越
え
た
場
合
抽
選

応
募
方
法

５
月
31
日(

木)

ま
で
に

図
書
館
へ
直
接
、
ま
た
は
官
製
は

が
き
に
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日

・
自
宅
の
電
話
番
号
を
記
入
し
郵

送
送
り
先

〒
３
７
８
―

０
０
４
２
西

倉
内
町
８
２
１
―

１
　
市
立
図
書

館
奉
仕
係

詳
し
い
こ
と
は
、
同
館
1

０
５

５
０
へ
。

沼
田
市
公
民
館
と
公
民
館
利
用
者

や
利
用
団
体
と
の
情
報
交
換
を
行

い
、
よ
り
良
い
公
民
館
活
動
の
推
進

を
図
る
た
め
利
用
者
の
会
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格

20
歳
以
上
の
市
民(

前

回
ま
で
の
委
員
は
除
く)

任
期

２
年(

７
月
１
日
か
ら
平
成

21
年
６
月
30
日
ま
で
の
２
年
間)

募
集
人
数

７
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
抽
選

応
募
方
法

５
月
31
日(

木)

ま
で
に

中
央
公
民
館
へ
直
接
、
ま
た
は
官

製
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
自
宅
の
電
話
番
号
を
記

入
し
郵
送

送
り
先

〒
３
７
８-

０
０
４
３
東

倉
内
町
８
２
９-

１

中
央
公
民
館

管
理
係

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1

０
１

４
３
へ
。

と
き

６
月
１
日(

金)

〜
９
月
21
日

(

金)(

全
10
回)

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

工
房
室(

白
岩
町)

定
員

10
人(

定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選)

対
象
者

市
内
に
在
住
す
る
60
歳

以
上
の
人
で
、
陶
芸
は
初
め
て
の

人
、
ま
た
は
初
心
者

内
容

形
成
の
基
本
、
施
釉
、
焼
成

(

素
焼
き
・
本
焼
き)

受
講
料

無
料(

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ

ン
タ
ー
使
用
料
は
別
途)

教
材
費

１
万
円

申
し
込
み

５
月
１
日(

火)

か
ら
20

日(

日)

ま
で
の
間
に
、
電
話
か
ふ

れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

(

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時
。

休
館
日
の
月
曜
日
は
除
く)

詳
し
い
こ
と
は
、
同
セ
ン
タ
ー

1

３
４
９
７
へ
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

群
馬
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
利
根
沼
田
開
催

退
職
金
の
準
備
は
万
全
で
す
か

公園でブランコするのがとて
も大好きな女の子。ともだちに
どんどん話しかけて、みんなと
すぐ仲良しになれるんだよ。最
近はママのお化粧のお手伝いも
できるようになったおしゃれ好
きなせりちゃんです。(善桂寺町)

原澤星
せ

莉
り

奈
な

ちゃん（２歳８カ月）

お
知
ら
せ

図
書
館
利
用
者
の
会
委
員
募
集

公
民
館
利
用
者
の
会
委
員
募
集

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

陶
芸
教
室
の
受
講
者
を
募
集

募
　
　
集
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平
成
十
九
年
度「
警
察
官
Ａ
」採
用

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
区
分

警
察
官
Ａ(

男
性
・
女

性)

受
験
資
格

昭
和
52
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育

法
に
よ
る
大
学(

短
期
大
学
を
除

く)

、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
の
人

事
委
員
会
が
認
め
る
学
校
を
卒
業

し
た
人
、
ま
た
は
平
成
20
年
３
月

31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

受
付
期
間

５
月
７
日(

月)

〜
25
日

（
金
）

第
１
次
試
験
日

７
月
８
日(

日)

試
験
案
内
配
布
場
所

沼
田
警
察
署

交
番
・
駐
在
所

詳
し
い
こ
と
は
、
沼
田
警
察
署
1

�
０
１
１
０
、
ま
た
は
最
寄
り
の
交

番
・
駐
在
所
へ
。

税
務
職
員
の
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

受
験
資
格

昭
和
61
年
４
月
２
日
〜

平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

試
験
の
程
度

高
等
学
校
卒
業
程
度

申
込
受
付
期
間

６
月
26
日(
火)
〜

７
月
３
日(

火)(

土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く)

第
一
次
試
験

９
月
９
日(

日)

教
養

試
験
、
適
性
試
験
、
作
文
試
験

第
二
次
試
験

10
月
18
日(

木)

〜
25

日(

木)

の
う
ち
指
定
す
る
１
日
、

人
物
試
験
お
よ
び
身
体
検
査(

一

次
試
験
合
格
者)

申
込
書
の
請
求
先

人
事
院
関
東
事

務
局(

〒
３
３
０
―

９
７
１
２
さ

い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
１
の
１

1
０
４
８(

７
４
０)

２
０
０
６)

、

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課

試
験
係(

〒
３
３
０-

９
７
１
９

さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
１
の

１
1
０
４
８(

６
０
０)

３
１
１
１)

詳
し
い
こ
と
は
、
沼
田
税
務
署
総

務
課
1

２
１
３
１
へ
。

相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で
す
。
あ

ら
か
じ
め
電
話
で
申
し
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。

と
き

６
月
６
日(

水)

午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

階
機
能
訓
練
実
習
室
ほ
か

相
談
科
目

整
形
外
科
・
義
肢
修
理

相
談
内
容

補
装
具
給
付
要
否
判

定
、
身
体
障
害
者
に
関
係
す
る
各

種
の
相
談

用
意
す
る
も
の

印
鑑
、
身
体
障
害

者
手
帳

申
し
込
み

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉

係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

７
２
６
８
へ
。

認
知
症
の
発
症
や
進
行
は
、
生
活

習
慣
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
日

常
生
活
の
小
さ
な
変
化
に
気
づ
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
保
健
師
が
脳
の
働

き
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き

６
月
７
日(

木)

午
前
10
時
〜

と
午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
相
談
室
ほ
か

申
し
込
み

高
齢
福
祉
課
介
護
予
防

係
へ
事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

６
２
４
２
へ
。

い
じ
め
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
人
権

問
題
や
困
り
ご
と
で
悩
ん
で
い
る
人

は
、
特
設
相
談
所
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

と
き

６
月
４
日(

月)

午
後
１
時
〜

３
時

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
相
談
室

詳
し
い
こ
と
は
、
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
1
０
２
７(

２
２
１)

４
４

２
６
へ
。

と
き

６
月
26
日(

火)

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ

沼
田
保
健
福
祉
事
務
所
２

階(

利
根
沼
田
県
民
局)

対
象

18
歳
未
満
の
人

相
談
内
容

子
ど
も
の
非
行
・
家
庭

で
の
養
育
や
し
つ
け
・
言
葉
や
発

達
の
遅
れ
、
性
格
な
ど
の
相
談

・
療
育
手
帳
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

な
ど
を
受
け
る
た
め
の
判
定
や
診

断
○
申
し
込
み

５
月
31(

木)

ま
で
に

家
庭
児
童
相
談
室
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
相
談
室
1
内

線
７
７
２
０
１
へ
。

知
的
障
害
者
の
療
育
手
帳
の
判

定
、
障
害
基
礎
年
金
、
特
別
障
害
者

手
当
の
認
定
診
断
な
ど
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

と
き

６
月
21
日(

木)

午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
研
修
室
ほ
か

対
象

18
歳
以
上
の
人

相
談
員

精
神
科
医
師
、
心
理
判
定

員
申
し
込
み

事
前
の
予
約
が
必
要
で

す
。
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

７
２
５
２
へ
。

広報ぬまた 平成19年５月１日

募
　
　
集

警
察
官
募
集
中

相
　
　
談

身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん
へ

巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す

特
設
人
権
相
談
所

知
的
障
害
者
の
巡
回
相
談

も
の
忘
れ
健
康
相
談

中
央
児
童
相
談
所
の
巡
回
相
談

税
務
職
員
募
集

電話番号は、

市　役　所 23 ２１１１

白沢町振興局 53 ２１１１

利根町振興局 56 ２１１１

市役所の業務時間
午前８時30分～午後０時15分
午後１時～５時15分
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種　　　　目 実 施 月 日 受　付　時　間 場　　　所対　　象　　者　　等

問い合わせ先：健康課保健係1内線７６２０２、健康課予防係1内線７６２０７
利根町振興局市民課1内線４３

市役所1○23２１１１　白沢町振興局1○53２１１１　利根町振興局1○56２１１１

さわやか健康チェック

市 民 献 血

母子健康手帳交付

両 親 学 級

６月27日(水)

６月７日(木)

６月７日(木)

６月15日(金)

６月９日(土) 

６月26日(火) 

６月19日(火) 

６月13日(水) 

６月14日(木) 

６月８日(金)

６月22日(金)

６月22日(金)

午後０時45分～１時45分

午前９時30分～10時30分

午後２時～２時30分

歯科健診・歯科相談・フッ素塗布を実施。持ち物：お子さんの歯ブラシと母子手帳

午前10時～11時30分

午前８時30分～11時30分

午後１時～１時45分

午後１時～１時45分

午後１時～１時45分

午後０時30分～１時30分

午前９時30分～11時

午後１時～３時

午前９時30分～11時

午後１時～１時45分

利根保健福祉センター

市保健福祉センター

市保健福祉センター

市保健福祉センター

市保健福祉センター

月曜日～金曜日
（祝日を除く）

４ カ 月 児

1 0 カ 月 児

こあらクラブ

２歳児歯科相談

４ カ 月 児

1 0 カ 月 児

１歳６カ月児

３ 歳 児

エンゼルクラブ

わんぱくクラブ

２歳児歯科相談

妊娠届出書をご持参ください。

全地区。体脂肪率、血圧測定など

６月の市民献血はお休みです。

平成19年２月９日 ～３月14日生まれ

平成18年８月14日～８月31日生まれ

平成17年11月４日～11月28日生まれ

平成16年２月25日～３月31日生まれ

乳児（1歳未満）

幼児

平成17年６・７月生まれ

保健ガイド ６月

ポリオ以外の予防接種は医療機関で実施しています。
詳しくは｢予防接種のお知らせ｣｢予診票綴｣｢予防接種と子どもの健康｣をご覧ください。

ふれあい福祉センター

６月の休館日
4．11．18．25日

1 23 ３４９７

ふれあい福祉センター健康相談
とき ５月15日(火)／午前10時
～11時30分
内容 血圧測定
とき ６月14日(木)／午前10時
～11時30分
内容 血圧測定・栄養相談
ところ ふれあい福祉センタ－

とき 5月7日･14日･21日･28日、6月4日･11
日･18日･25日／午後１時～３時

ところ 市保健福祉センター相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前９時～午
後５時

ところ 東原庁舎１階家庭児童相談室1内線
７７２０１

とき 5月16日(水)、5月23日(水)午後1時30
分～4時／あらかじめ電話で予約を受け付
けています。社会福祉課社会係(東原庁舎
内)1内線７７２４２へ

ところ 市保健福祉センター２階相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前８時30
分～午後５時

ところ 青少年育成相談センター(中央公民館
２階事務室隣)、電話相談の場合は、1○23５
４１１へ

とき 5月1日･8日･15日･22日･29日の火曜
日／午前９時～午後４時

ところ 中央公民館学習相談室

とき 5月10日･17日、6月7日･21日の木曜
日／午前10時～正午､午後１時～３時

ところ 市役所市民相談室

とき 毎週火曜日／午前10時～正午、午後１
時～３時

ところ 市役所市民相談室

ふれあい総合相談
(心配ごと･結婚･人権相談など)

家庭児童相談
(児童の養育や家庭の諸問題に関する相談)

法律相談(弁護士による相談）

青少年相談
(青少年健全育成・非行に関する相談)

生涯学習相談
(趣味・実用講座に関する相談)

年金相談(国民・厚生年金保険などの相談)

就業援助相談(内職相談など)

そうだん

午後１時～４時
(予約制)

６月の予防接種

健

康

診

査

育
児
相
談

健康
診査

育児
相談

初めて出産を迎える夫婦が対象。

歯科健診・歯科相談・フッ素塗布を実施。持ち物：お子さんの歯ブラシと母子手帳

平成19年２・３月生まれ

平成18年７・８月生まれ

乳幼児と保護者

平成17年４～６月生まれ

全市対象

本庁・白沢町振興局管内の人

利根町振興局管内の人



この広報は再生紙を使用しています

沼
田
に
生
涯
学
習
の
拠
点

鯉
の
ぼ
り
が
元
気
よ
く
大
空

を
泳
ぐ
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
真
新
し
い
の
ぼ
り
竿
と
鯉

の
ぼ
り
を
見
る
と
、
我
が
家
の

ひ
と
昔
前
を
思
い
出
し
ま
す
。

木
々
の
若
葉
が
も
え
る
鮮
や
か

さ
と
鯉
の
ぼ
り
は
、
春
を
一
層

引
き
立
て
、
季
節
が
強
調
さ
れ

ま
す
。新
年
度
も
一
カ
月
過
ぎ
、

先
日「
平
成
十
八
年
度
を
振
り

返
る
」グ
ラ
フ
誌
を
作
製
し
、
市

内
全
戸
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
写
真
を
中
心
に
主

な
出
来
事
を
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
去
年
の
記
録
と
し
て
活
用

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

固定資産税・都市計画税
軽 自 動 車 税
国民健康保険税
国民年金保険料
介 護 保 険 料
上下水道使用料

１ 期
全　期
２　期
４月分
過年度
１　期

納期限　５月31日(木)

今月の納税など
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「
広
報
ぬ
ま
た
」
発
行
／
沼
田
市
役
所
　
〒
３
７
８
　
８
５
０
１

群
馬
県
沼
田
市
西
倉
内
町
７
８
０

1
０
２
７
８

２
１
１
１
　
毎
月
１
日
発
行
　
編
集
／
秘
書
課
　
印
刷
／
利
根
印
刷
所

四
月
五
日
、
市
立
図
書
館
五
階
に

放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー「
沼
田

ミ
ニ
サ
テ
ラ
イ
ト
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
利
根
沼
田
地
域
の
生
涯
学
習

の
振
興
と
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
県
内
で
初
め

て
の
設
置
と
な
っ
た
同
施
設
。
受
講

生
以
外
で
も
講
義
資
料
な
ど
を
無
料

で
閲
覧
で
き
ま
す
。
学
び
の
場
、
交
流

の
場
と
し
て
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

本庁舎・北庁舎・東庁舎が
ISO 14001を認証取得

○23

皐
　
月

南の赤城、北の三峰、西の子持、奥には上州武尊や大峰、私たちの周りには名峰や霊
れい

峰
ほう

が力強くそ
の雄姿を見せてくれる。そんな山

さん

塊
かい

には山の恵や聖
せい

霊
れい

をもたらす神が宿るとされ、修
しゅ

験
げん

者
じゃ

が荒行した
行
ぎょう

場
ば

も当地には多い。上川田の発
ほっ

坂
さか

峠近く、餓鬼岩と呼ばれる大きな岩壁の中程の窪地に、文化八年
(１８１１年)惣村中で納めた山岳修験道の開祖、役行者像が祀られる。頭巾をかぶり、僧衣をまとい、
右手に錫

しゃく

杖
じょう

、左手で経
きょう

巻
かん

、高
たか

下
げ

駄
た

を履いて岩座に座す貴重な石像が眼下を見下している。
(沼田市文化財調査委員：金井竹徳)

シリーズ ⑩

餓
が

鬼
き

岩
いわ

の役行者
じゃ

像(上川田町)

岩壁中央に座する像

えんのぎょう


